
貸借対照表の状況貸借対照表の状況貸借対照表の状況貸借対照表の状況    

    

   貸借対象表は、借方として資産、貸方として負債、資本を表しており、借方、貸方それぞれの合計額は等しくなります。 平成３０年度を前年度と比較すると、借方については、資産の減価償却により固定資産が 238 億5 千万円と 3 億 7 千万円の減、流動資産が現金・預金の増等により 29 億 2 千万円と 1 億 9 千万円の増となりました。 貸方については、固定負債が 134 億 2 千万円と 9 千万円の減、流動負債については工事等の未払金の減により１1 億 3 千万円と 1 億円の減となりました。また、資本のうち剰余金が、黒字決算により 1 億２千万円の増となりました。 以上のこと等から、借方・貸方の計はそれぞれ 26７億７千万円と 1 億 8 千万円の減となりました。 


